
Photo．10　上段：炉底塊（含鉄）（lRト21）のマクロ組織（×5）
下段：鉄塊系遺物（lRト22）のマクロ組織（×10）
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Photo．11炉内津（含鉄）（lRl－17－1）淳部鉱物相の特性X線像と定量分析値
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COMP

lRト17－2

Element　　　　8

Na20　　　　　0．344

MgO　　　　　6．423

A1203　　　10．624
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ZrO2　　　　　0．325

V203　　　　　0．453

Tota1　　　99．916

Photo．12　炉内淳（含鉄）（lRト17－2）鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値
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Photo．13　炉底塊（含鉄）（憫ト21）鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値
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附属編　第4章　高知県内の製鉄遺跡

高知県内製鉄遺跡例言

1．平成14年12月現在における高知県内に所在、又は文献から確認できる近世の製鉄遺跡に関する概要である。

2．所在が確認されているが市町村により埋蔵文化財包蔵地として登録・周知されていない遺跡も含まれている。

3．本概要に関しては現在までに確認できる位置図・立地・場所・遺跡の内容・歴史事項・参考文献・現況写真

を入れている。

4．近世の製鉄に関する参考図書文献も掲載した。

図1高知県内の製鉄遺跡の分布

N G 箇所名 市町村 操業時期 経営主体 金主 （稼業者名） 職人 備考

1● 那鹿 中村市 1654 （承応） 産業資本 和泉屋少左衛 門 備前 失敗

2● 布志田 高知市 1716～35 （享保） 産業資本 美好屋与右衛 門 不明 計画倒

3● 芳原 春野町 174 1 （寛保） 土佐藩 馬場弥五六 播磨→但馬 デモ ？

砂鉄採集 ？

4● 佐岡 中村市 1743 （寛保） 土佐藩 ？ 和泉屋嘉右衛 門 不明

5■ 入野 土佐山田町 1782 ？ （天明 ？） 不明 不明 中国 5 ヶ国70人

6● 森沢 中村市 1818～29 （文政） 土佐藩 不明 不明

7● 津蔵淵 中村市 1864 （元治） 土佐藩

産業資本

不明 不明

8● 初崎 中村市 不明 不明 不明

9 幡多郡川山 不明 1759 （宝暦） 和泉屋嘉右衛 門 不明

10 鵜の江 不明 文政始 め 不明 生野源六 不明

表1土佐の近世製鉄遺跡一覧表　　　　（横川清志資料に追加補訂）
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1．遺跡名　　　　森沢製鉄遺跡

2．所在地　　　　中村市森沢　字風指

3．立　地　　　　中腹

4．時　代　　　　江戸時代

5．市町村遺跡番号　－

6．北緯・東経

7．遺跡の現状　　山林

8．遺跡の内容

相当大規模な製鉄遺跡で中腹部分の谷川を挟んだ両岸段に石

垣を構築して数段にわたり平坦地が見られる。指輪等の遺構は

地表面にはみられない。地表面より鉄、鉄棒、炭、焼土、炉壁

等の遺物が表面採集できる。

9．歴史事項

文政年間（1818－1830）に操業された製鉄場でタタラ場、かぢ場、砂鉄置場、灰置き場、があり石見国からの技

術者工人が数十人、来国し従事していた。原料の砂鉄は、金ケ浜、以住、以布利から集積していた。

10．参考文献

『中村市史』続編　編集・中村市史編纂委員会　発行・中村市1984

『土佐藩工業経済史』平尾道雄　著　発行・高知市民図書館1957

『憲章簿』国産之部　編集発行・高知県立図書館1992

「幡多紀行」奥宮藤九郎著　高知県立図書館所蔵

「桑原家年譜」

『中村市史』続編より
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1．遺跡名　　　　佐岡製鉄遺跡

2．所在地　　　　中村市佐間　字鉄山

3．立　地　　　　中腹

4．時　代　　　　江戸時代

5．市町村遺跡番号　070023

6．北緯・東経

7．遺跡の現状　　畑・山林・宅地

8．遺跡の内容

昭和41年2月17日に後川添いの安並境防水門工事に伴い佐岡

鉄山に工事用ワイヤーの基点として丸太を設置する際の掘削に

より地下より切り石構造の空洞が発見せられ、中村市文化財調

査委員会により詳細な調査が実施せられている。当時の見取り図から蹟輔の下部構造の遺構と考えられる。

当遺跡は中村市指定・史跡。

9．歴史事項

和泉屋嘉右衛門が和泉屋九兵衛と寛保3年（1743）に操業するが経営不振のため中止。原料の砂鉄は金ケ浜、伊

屋、出口の砂鉄が使用された。

裏山には石見国の製鉄関連の工人と思われる墓石がある。

10．参考文献

『中村市史』続編　編集・中村市史編纂委員会　発行・中村市1984
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1．遺跡名　　　　大芝遺跡（柏尾山製鉄遺跡）

2．所在地　　　　春野町芳原　字本谷（字タタラ場）

3．立　地　　　　山麓部

4．時　代　　　　江戸時代

5．市町村遺跡番号　－

6．北緯・東経

7．遺跡の現状　　水田・畑

8．遺跡の内容

構造等不明。耕作地斜面に鉄津、炭、焼土がみられる。

9．歴史事項

寛保元年3月に土佐藩骨で種崎町商人、和泉屋嘉右衛門が協力、原料は金ケ浜、砂鉄他とある。良質の製品が

できている。幡多郡黒薦山（黒尊山か）に移転も計画されたが、資金不足で翌年の寛保2年2月に廃止となる。

10．参考文献

『中村市史』続編　編集・中村市史編纂委員会　発行・中村市1984

『土佐藩工業経済史』平尾道雄　著　発行・高知市民図書館1957

『春野町史』編集・春野町史編纂委員会　発行・春野町1976

－126－



1．遺跡名　　　　伊左

2．所在地　　　　土佐清水市

3．立　地　　　　山腹

4．時　代　　　　江戸時代

5．市町村遺跡番号　－

6．北緯・東経

7．遺跡の現状　　山林

8．遺跡の内容

不明

9．歴史事項

文政年間に中村市森沢の製鉄場へ砂鉄を産出した。鉄穴流

（かんな流し）といわれる方法で山腹に池を数ヶ所配置し水路でつなぎ、砂鉄を含む土砂を、池の上流より流し砂

鉄と土砂を分離した。文政3年（1820）10月17日の奥宮藤九郎の日記に「伊左へ着、砂鉄の出る山を見聞致す鉄砂

山より取り出すは山を崩し水を蓄え八丁の長さの条溝をつけ取水。その水にて下へ流す事也かき田の如く溝で以っ

て下へ流す段々に砂鉄を分けたるたまりあり、その仕分けは水にて鉄砲水を流し鉄は残り土は濁流となり溝を伝

いて流れ落ちる仕道也日用は皆他国者で石州の人云々」と記されている。

10．参考文献

『中村市史続編』編集・中村市史編纂委員会　発行・中村市1984

『土佐清水市史（上巻）』編集・土佐清水市史編纂委員会　発行・土佐清水市1979

1．遺跡名　　　　金ケ浜

2．所在地　　　　中村市平野字鉄砂谷

3．立　地　　　　中腹、海岸

4．時　代　　　　江戸時代

5．市町村遺跡番号　－

6．北緯・東経

7．遺跡の現状　　山林・海岸

8．遺跡の内容

製鉄産業の原材料採集地

9．歴史事項

江戸時代から戦前までのタタラ製鉄の原材料採取地

10．参考文献

『中村市史』続編　編集・中村市史編纂委員会　発行・中村市1984
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1．遺跡名　　　　初崎製鉄遺跡

2．所在地　　　　中村市初崎

3．立　地　　　　山麓部

4．時　代　　　　江戸時代

5．市町村遺跡番号　一

6．北緯・東経

7．遺跡の現状　　宅地・畑・山林

8．遺跡の内容

構造等不明。周辺の畑より鉄浮が表面採集される。

9．歴史事項

古文書等文献史料なし。

10．参考文献

『中村市史』続編　編集・中村市史編纂委員会　発行・中村市1984

参考図書文献

1．『土佐藩工業経済史』平尾道雄著　発行：高知市民図書館1957

2．土佐藩法制史料『憲章簿』第三巻　穀泉・国産・御用銀編　編集・発行：高知県立図書館1982

3．『高知県史　近世編』編集・発行：高知県1968

4．『中村市史　続編』編集：中村市史編纂委員会　発行：中村市1984

5．『土佐市水史　上巻』編集：土佐清水市史編纂委員会　発行：土佐清水市1979

6．土佐国史料集成『南路志』第四巻　編集・発行：高知県立図書館1992

7．『第3回たたらサミット資料集』編集・発行：高知工科大学・黒鉄会・東京工業大学ナイトクラブ・名古屋

大学たたら同好会　2000

8．『春野町史』編集：春野町史編纂委員会　発行：春野町1976
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